
������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現
在
、
�
日
本
海
西
部
地

区
で
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
ア
カ
ガ

レ
イ
を
対
象
と
し
た
保
護
育

成
礁
、
�
五
島
西
方
沖
地
区

で
マ
ア
ジ
・
マ
サ
バ
・
マ
イ

ワ
シ
を
対
象
と
し
た
マ
ウ
ン

ド
礁
、
�
隠
岐
海
峡
地
区
で

マ
イ
ワ
シ
・
マ
ア
ジ
・
マ
サ

バ
を
対
象
と
し
た
マ
ウ
ン
ド

礁
の
３
地
区
の
漁
場
整
備
を

実
施
中
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、

あ
る
程
度
整
備
が
進
捗
し
た

�
日
本
海
西
部
地
区
、
�
五

島
西
方
沖
地
区
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら
れ

た
効
果
等
を
紹
介
す
る
。

保
護
育
成
礁
内
の
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
・
ア
カ
ガ
レ
イ
の
生
息
密

度
が
約
３
倍
・
７
倍
に

日
本
海
西
部
地
区
は
、
兵

庫
県
、
鳥
取
県
及
び
島
根
県

の
沖
合
の
排
他
的
経
済
水
域

に
お
い
て
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・

ア
カ
ガ
レ
イ
資
源
の
保
護
育

成
を
目
的
と
し
た
漁
場
を
造

成
し
て
い
る
。
事
業
は
、
但

馬
沖
・
赤
碕
沖
・
隠
岐
北
方

・
浜
田
沖
の
計
２１
箇
所
（
水

深
１
７
８
～
３
２
６
ｍ
）
で

並
行
的
に
進

め
て
お
り
、

各
箇
所
は
、

図
１
に
示
し

た
よ
う
に
、

２
�
四
方
の

範
囲
に
１
辺

が
４
ｍ
ま
た

は
５
ｍ
角
の

コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
ブ
ロ
ッ

ク
を
外
周
は

１
０
０
ｍ
、

内
部
は
２
０
０
ｍ
間
隔
で
格

子
状
に
配
置
し
て
お
り
、
完

成
後
は
保
護
区
（
禁
漁
）
に

設
定
し
て
い
る
。
平
成
２５
年

度
末
ま
で
に
１１
箇
所
が
完
成

し
、
そ
こ
で
は
効
果
把
握
の

た
め
の
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

図
２
は
、
小
型
ト
ロ
ー
ル

網
と
か
ご
網
を
用
い
た
調
査

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
と
ア
カ
ガ
レ
イ
の
保

護
区
内
の
生
息
密
度
と
対
照

区
（
保
護
区
か
ら
離
れ
た
水

深
が
同
程
度
の
一
般
海
域
）

の
生
息
密
度
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
完
成
し
て
保
護

効
果
が
発
現
し
た
箇
所
の
う

ち
調
査
を
実
施
し
た
す
べ
て

に
お
い
て
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に

つ
い
て
は
保
護
区
の
生
息
密

度
が
対
照
区
に
比
べ
て
１
・

５
～
３
・
３
倍
、
ア
カ
ガ
レ

イ
に
つ
い
て
は
２
・
６
～
７

・
２
倍
と
高
く
な
っ
た
。

ま
た
、
写
真
１
及
び
２
は

保
護
育
成
礁
内
の
海
底
の
様

子
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ

り
、
写
真
１
で
は
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
と
そ
の

餌
と
な
る

多
数
の
ク

モ
ヒ
ト
デ

が
、
写
真

２
で
は
ア

カ
ガ
レ
イ

が
生
息
し

て
い
る
こ

と
が
わ
か

る
。
ま
た
、

写
真
３
は
、

小
型
ト
ロ
ー

ル
網
に
よ
り

保
護
育
成
礁

内
で
採
捕
さ

れ
た
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
で
あ
る

が
、
親
ガ
ニ

だ
け
で
な
く

稚
ガ
ニ
も
多

数
捕
獲
さ
れ

た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
保
護
育
成
礁
は
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や
ア
カ
ガ
レ
イ

の
資
源
の
維
持
・
培
養
効
果

が
大
い
に
期
待
で
き
る
こ
と

が
わ
か
る
。

現
地
調
査
結
果
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
保
護
区
で
は
、

一
般
海
域
に
比
べ
て
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
や
ア
カ
ガ
レ
イ
の
生
息

密
度
が
高
い
。
こ
の
た
め
、

図
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
保

護
育
成
礁
内
を
禁
漁
と
し
、

保
護
育
成
礁
か
ら
周
辺
に
出

て
き
た
（
し
み
出
し
て
き
た
）

も
の
を
漁
獲
す
る
こ
と
に
よ

り
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
な

増
殖
と
漁
獲
が
見
込
ま
れ

る
。
保
護
区
と
一
般
海
域
の

生
息
密
度
に
差
が
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
保
護
育
成
礁
の
効
果

は
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
事
業
計
画
上
で
は
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
場
合
、
生
息

密
度
差
４２
・
９
尾
／
�
を
事

業
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い

る
。
図
４
に
平
成
２３
年
度
か

ら
２５
年
度
の
調
査
に
よ
る
生

息
密
度
を
示
す
が
、
年
を
追

う
ご
と
に
事
業
目
標
に
近
づ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
海
西
部
地
区
の
保
護

育
成
礁
の
整
備
は
事
業
終
盤

に
入
っ
た
が
、
水
産
庁
で
は
、

引
き
続
き
漁
業
関
係
者
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
全

地
区
の
早
期
完
成
の
た
め
に

着
実
に
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
事
業
効
果
の
把
握
も

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

整
備
中
の
マ
ウ
ン
ド

礁
の
増
殖
効
果
、
魚
礁

効
果
を
確
認

五
島
西
方
沖
地
区
は
、
長

崎
県
五
島
列
島
か
ら
北
西
約

５０
�
の
沖
合
の
排
他
的
経
済

水
域
に
お
い
て
、
マ
ア
ジ
・

マ
サ
バ
・
マ
イ
ワ
シ
資
源
の

増
殖
を
目
的
と
し
て
、
水
深

約
１
５
０
ｍ
の
海
底
に
マ
ウ

ン
ド
礁
を
整
備
し
て
い
る
。

マ
ウ
ン
ド
礁
の
構
造
諸
元
及

び
現
時
点
で
の
出
来
形
を
図

５
に
示
す
が
、
平
成
２３
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
、
現
在

ほ
ぼ
８
割
の
出
来
形
と
な
っ

て
い
る
。

図
６
に
示
す
よ
う
に
、
マ

ウ
ン
ド
礁
に
は
、
�
増
殖
効

果‥

下
層
の
栄
養
塩
類
を
鉛

直
混
合
に
よ
り
有
光
層
ま
で

上
昇
さ
せ
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
対

象
魚
種
を
増
殖
さ
せ
る
機

能
、
�
魚
礁
効
果‥

マ
ウ
ン

ド
礁
自
体
が
水
産
資
源
の
隠

れ
場
、
産
卵
場
、
育
成
場
と

な
り
保
護
・
育
成
さ
せ
る
機

能
、
�
保
護
効
果‥

マ
ウ
ン

ド
礁
の
周
辺
海
域
を
禁
漁
と

す
る
こ
と
に
よ
り
対
象
魚
種

を
保
護
す
る
機
能
の
３
つ
の

機
能
が
考
え
ら
れ
る
。

�
の
機
能
に
つ
い
て‥

図

７
の
上
の
グ
ラ
フ
は
流
速
の

断
面
分
布
を
矢
印
の
向
き
と

長
さ
で
表
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
海
流
方
向
に
対
し
て
マ

ウ
ン
ド
礁
の
後
方
で
、
鉛
直

混
合
を
起
こ
す
上
向
き
の
流

れ
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
図
７

の
下
の
グ
ラ
フ
は
、
鉛
直
方

向
の
栄
養
塩
（
硝
酸
塩
）
分

布
を
表
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
マ
ウ
ン
ド
礁
整
備
前
と

比
べ
整
備
中
は
、
有
光
層
付

近
で
栄
養
塩
の
流
入
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
計
量
魚
探
を
用
い

た
調
査
で
、
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
マ
ウ
ン
ド
の
上
方
で

増
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認

さ

れ

た
。
�
の

機
能
に
つ

い
て‥

計

量
魚
探
、

水
中
カ
メ

ラ
、
釣
獲

に
よ
る
調

査

に

よ

り
、
ア
ジ

を
含
む
多

種
の
魚
類

が
マ
ウ
ン

ド
周
辺
で

確
認
さ
れ

た
。
写
真

４
は
マ
ウ

ン
ド
礁
直

上
付
近
を

撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

マ
ウ
ン
ド
の
表
層
を
覆
っ
て

い
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
口
部
か

ら
魚
群
が
現
れ
て
い
る
。
ま

た
、
写
真
５
は
マ
ウ
ン
ド
礁

周
辺
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
類
で

あ
る
が
、
メ
ス
の
キ
ダ
イ
の

多
く
が
産
卵
直
前
の
状
態
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
マ
ウ
ン
ド
礁
自
体
が
水

産
資
源
の
隠
れ
場
、
産
卵
場

と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

五
島
西
方
沖
地
区
の
マ
ウ

ン
ド
礁
の
整
備
は
今
年
度
予

算
で
完
成
予
定
で
あ
り
、
早

期
完
成
の
た
め
に
着
実
に
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
完

成
後
の
事
業
効
果
の
把
握
も

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

隠
岐
海
峡
地
区
の
マ
ウ
ン

ド
礁
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

今
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
産
庁

で
は
、
こ
れ
ら
３
地
区
の
整

備
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

・
Ｔ
Ａ
Ｅ
対
象
魚
種
の
着
実

な
資
源
回
復
に
向
け
て
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事
業

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

http : //www.gyokou.or.jp/

優
れ
た
栄
養
特
性
を
有
す
る
水
産
物
の
需
要
が
世
界
的
に
増
大
し
て
い
る
一
方
、
世

界
の
水
産
資
源
の
状
態
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
水
産
資
源
を
適
切
に
管
理
し

安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
昭
和
６０

年
代
以
降
、
漁
業
生
産
量
が
減
少
を
続
け
、
特
に
沖
合
漁
業
に
つ
い
て
は
約
１
／
３
ま

で
激
減
し
た
。
そ
こ
で
、
水
産
庁
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｔ
Ａ
Ｅ
対
象
魚
種
の
適
切
な
資
源

管
理
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平
成
１９
年
度
に
、
国
が
直
轄
で
実
施
す
る
『
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
漁
場
整
備
事
業
』
を
創
設
し
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｔ
Ａ
Ｅ

対
象
魚
種
の
保
護
・
増
殖
を
目
的
と
し
た
大
規
模
漁
場
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
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漁港は
魚の保育園

写
真
３‥

保
護
育
成
礁
内
で

採
捕
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

親
ガ
ニ
と
稚
ガ
ニ

図
６‥

マ
ウ
ン
ド
礁
の
機
能

図
７‥

流
速
断
面
分
布
と
鉛
直
方

向
の
栄
養
塩
濃
度

���	
��
��

水
産
庁
が
実
施
す
る
大
規
模
漁
場
整
備

図３：しみ出し効果のイメージ

＜栄養塩（硝酸塩）濃度＞

平成２５年９月
（整備中）

平成２２年９月
（整備前）

Ｔ
Ａ
Ｃ
・
Ｔ
Ａ
Ｅ
対
象
魚
種
の
着
実
な
資
源
回
復
に
向
け
て

漁 港 漁 場 月 報

写真４：マウンド礁直上付近写真５：マウンド礁周辺で漁獲された魚類

図４：調査から推定したズワイガニの
保護区と対象区の生息密度差）

図５：マウンド礁の構造諸元

図１：保護育成礁配置図

�
� ��
��

写
真
１‥

保
護
育
成

礁
内
の
海
底
の
様
子

（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、餌
と

な
る
ク
モ
ヒ
ト
デ
、

バ
イ
類
）

写
真
２‥

保
護
育
成

礁
内
の
海
底
の
様
子

（
ア
カ
ガ
レ
イ
）

図
２‥

保
護
区
（
一
群
の
保
護
育
成
礁
内
）
と
対
照
区

（
保
護
区
か
ら
離
れ
た
一
般
海
域
）の
生
息
密
度
の
比
較



「
漁
港
の
漂
砂
対
策
」

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所
は
、
平
成
２２
年

度
か
ら
２５
年
度
ま
で
、
漁
港

の
漂
砂
対
策
を
促
進
し
よ
う

と
す
る
漁
港
管
理
者
を
支
援

す
る
た
め
、
漂
砂
問
題
診
断

を
行
い
漁
港
管
理
者
に
漂
砂

対
策
の
考
え
方
等
を
提
案
し

て
き
た
。

平
成
２６
年
度
に
は
、
当
研

究
所
担
当
者
が
現
地
踏
査
、

及
び
既
往
資
料
に
基
づ
く
漂

砂
対
策
に
関
す
る
各
種
事
項

の
確
認
等
を
行
い
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
漁
港
管
理
者

の
ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

○
申
込
・
実
施
時
期

随
時

○
申
込
先

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
第
一
調
査
研
究
部

‥

電
話

０
３
―
５
８
３
３
―
３
２
２

３Ｅ
メ
ー
ル

H
y
o

−
s
a
@

jific
.o

r.jp

担
当‥

加
藤
広
之
、丹
治
雄
一

「
漁
港
漁
村
に
お
け
る

地
震
津
波
に
関
す
る

防
災
・
減
災
対
策
」

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る

地
震
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被

害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
市
町

村
の
漁
港
漁
村
に
お
け
る
防

災
・
減
災
計
画
の
見
直
し
を

支
援
す
る
た
め
、
防
災
診
断

に
関
す
る
こ
と
や
防
災
・
減

災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た

検
討
な
ど
、
防
災
・
減
災
に

関
す
る
各
種
事
項
つ
い
て
当

研
究
所
担
当
者
が
現
地
踏

査
、
防
災
・
減
災
計
画
の
確

認
等
を
行
い
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
市
町
村
担
当
者
の

ご
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

○
申
込
・
実
施
時
期

随
時

○
申
込
先

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
第
一
調
査
研
究
部

‥

電
話

０
３
―
５
８
３
３
―
３
２
２

３Ｅ
メ
ー
ル

sh
o

e
n

e
@

jific.o
r.jp

担
当‥

林

浩
志
、
後
藤
卓

治「
漁
業
集
落
排
水
施
設

の
機
能
保
全
対
策
」

漁
業
集
落
排
水
施
設
の
機

能
保
全
対
策
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
市
町
村
を
支
援
す
る

た
め
、
機
能
診
断
や
機
能
保

全
対
策
の
考
え
方
、
補
助
事

業
制
度
、
維
持
管
理
費
の
削

減
等
に
関
す
る
各
種
事
項
つ

い
て
、
当
研
究
所
担
当
者
が

目
視
調
査
、
資
料
調
査
を
行

い
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

市
町
村
担
当
者
の
ご
相
談
に

応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

○
申
込
・
実
施
時
期

随
時

○
申
込
先

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
第
一
調
査
研
究
部

‥

電
話

０
３
―
５
８
３
３
―
３
２
２

３Ｅ
メ
ー
ル

sh
o

e
n

e
@

jific.o
r.jp

担
当‥

大
賀
之
総
、
土
屋
詩

織

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）
は
、
７
月
４
日
午
後
１

時
よ
り
、
和
歌
山
市
の
「
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お
い

て
、
第
６７
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
望
月
良
男
会
長
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
の
田
中
潤

兒
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
及
び
内
田
恵
介
和

歌
山
県
県
土
整
備
部
港
湾
空

港
局
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ

た
。望

月
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
平
成
２５
年
度

会
務
報
告
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
収
支
決
算
並
び
に

剰
余
金
処
分
に
関
す
る
件
、

平
成
２６
年
度
事
業
計
画
案
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
収

支
予
算
案
並
び
に
会
費
案
に

関
す
る
件
を
事
務
局
提
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

議
事
終
了
後
、
東
照
久
港

湾
空
港
局
漁
港
整
備
室
長
が

和
歌
山
県
の
漁
港
漁
場
事
業

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

香
川
県
漁
港
協
会
（
会
長

・
大
山
茂
樹
さ
ぬ
き
市
長
）

は
、
７
月
８
日
午
後
１
時
３０

分
か
ら
高
松
市
の
「
ホ
テ
ル

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
」
に

お
い
て
、
第
６６
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

大
山
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
田
中
潤
兒
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、
宮

武
卓
朗
香
川
県
農
政
水
産
部

次
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

松
岡
善
一
さ
ぬ
き
市
漁
協

代
表
理
事
組
合
長
を
議
長
に

議
事
に
入
り
、
平
成
２５
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
及

び
平
成
２６
年
度
事
業
計
画
案

及
び
収
支
予
算
案
並
び
に
定

款
の
変
更
を
原
案
ど
お
り
承

認
し
た
。

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
１７

日
午
後
、
港
区
の
三
会
堂
ビ

ル
で
定
時
総
会
を
開
催
し
、

平
成
２５
年
度
決
算
、
会
費
の

額
、
役
員
報
酬
額
及
び
役
員

の
補
欠
選
任
を
事
務
局
提
案

ど
お
り
承
認
し
た
。

ま
た
、
２５
年
度
事
業
報
告

で
は
、
水
産
土
木
工
事
の
施

工
管
理
技
術
等
に
関
す
る
調

査
研
究
事
業
と
し
て
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
・

技
術
に
関
す
る
調
査
、
人
工

湧
昇
流
漁
場
造
成
の
施
工
管

理
技
術
の
検
討
、
沖
の
鳥
島

等
厳
し
い
環
境
に
生
息
す
る

サ
ン
ゴ
の
増
殖
技
術
開
発
、

水
産
生
物
の
生
活
史
に
対
応

し
た
漁
場
環
境
形
成
推
進
調

査
、
木
材
利
用
を
促
進
す
る

増
殖
技
術
開
発
調
査
等
を
実

施
し
た
こ
と
、
水
産
土
木
技

術
者
養
成
事
業
と
し
て
水
産

工
学
技
士
認
定
登
録
事
業
等

を
実
施
し
た
こ
と
、
更
に
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
水

産
庁
や
関
係
団
体
と
連
絡
を

密
に
し
て
取
組
み
、
岩
手
県
、

宮
城
県
及
び
福
島
県
に
お
い

て
専
門
技
術
者
を
現
地
に
配

置
す
る
な
ど
、
全
面
的
な
支

援
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

２６
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
漁
港
漁
場
整
備
等
の
技

術
的
支
援
を
行
う
た
め
、
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
の
活
動

へ
の
技
術
的
支
援
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
支

援
、
サ
ン
ゴ
増
殖
技
術
の
開

発
を
行
う
と
と
も
に
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
災
害
復

旧
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
漁

港
漁
場
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
国
や
関
係
団
体

等
と
連
絡
を
密
に
し
て
支
援

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
地
方

公
共
団
体
の
職
員
を
対
象
に

し
た
水
産
土
木
工
事
監
督
・

検
査
職
員
研
修
会
の
開
催
、

技
術
情
報
資
料
等
の
刊
行
、

地
方
の
漁
港
漁
場
協
会
の
研

修
会
へ
の
講
師
派
遣
に
よ
る

普
及
事
業
等
を
行
う
と
と
も

に
、
漁
港
漁
場
工
事
に
求
め

ら
れ
て
い
る
高
品
質
化
、
環

境
配
慮
へ
の
徹
底
な
ど
に
的

確
に
対
応
で
き
る
現
場
技
術

者
の
育
成
を
目
指
す
「
水
産

工
学
技
士
養
成
講
習
会
」
を

開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。総

会
終
了
後
に
、
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
茨
城
大
学
工

学
部
副
学
部
長
の
横
木
裕
宗

教
授
に
よ
る
「
地
球
温
暖
化

が
我
が
国
の
沿
岸
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
」
と
題
し
て
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
国
際
社
会

全
体
と
し
て
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要

性
等
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。

漁
港
友
の
会
（
田
中
潤
兒

代
表
世
話
人
）
は
、
７
月
７

日
（
月
）
来
賓
と
し
て
宇
賀

神
義
宣
部
長
ら
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
幹
部
の
出
席
を

得
て
第
４０
回
定
期
総
会
を
開

催
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
４０
回
目

の
節
目
の
会
と
な
る
た
め
、

改
装
工
事
に
入
る
ま
で
の
第

２
回
か
ら
第
３１
回
に
か
け
て

総
会
を
開
催
し
た
思
い
出
深

い
東
京
駅

の
東
京
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル

で
開
催
し

た
。会

議
は

松
永
務
世

話
人
の
司

会
進
行
で

進
め
ら
れ
、

最
初
に
昨

年
の
総
会

後
亡
く
な

ら
れ
た
溝

口
廣
之
輔

氏
及
び
木

村
義
晴
氏

に
対
し
て

哀
悼
の
意

を
表
し
て

黙
祷
を
捧

げ
た
。

宇
賀
神

部
長
の
４０
年
前
と
の
比
較
や

最
近
の
水
産
基
盤
整
備
事
業

の
状
況
説
明
を
兼
ね
た
来
賓

挨
拶
の
後
、
新
た
に
入
会
し

た
本
田
直
久
氏
、
阿
部
和
夫

氏
、
松
浦
吉
廣
氏
、
大
石
浩

平
氏
及
び
長
元
雅
寛
氏
の
５

氏
、
名
誉
会
員
と
な
っ
た
高

橋
昭
七
氏
、
松
永
喜
久
寿
氏
、

小
林
濶
氏
及
び
齋
藤
昭
雄
氏

の
４
氏
及
び
目
出
度
く
長
寿

の
お
祝
い
を
受
け
る
木
村
茂

雄
氏
、
伊
藤
博
人
氏
、
加
納

久
登
氏
、
木
原
昭
生
氏
、
山

田
瑞
穂
氏
、
内
田
圭
介
氏
（
以

上
米
寿
）
、
乃
万
俊
文
氏
、

坂
井
淳
氏
（
以
上
喜
寿
）
の

８
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
田
中
潤
兒
代
表
世

話
人
の
議
長
の
も
と
に
議
事

に
入
り
、
２５
年
度
収
支
決
算
、

２６
年
度
収
支
予
算
を
原
案
ど

お
り
承
認
す
る
と
と
も
に
、

大
塚
敏
行
氏
に
代
わ
り
長
元

雅
寛
氏
を
新
た
に
会
計
監
査

員
に
選
出
し
た
。

恒
例
の
記
念
撮
影
を
行
な

っ
た
後
、
松
永
氏
の
司
会
で

懇
親
会
に
移
り
、
加
納
久
登

氏
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
後
、

そ
れ
ぞ
れ
旧
交
を
暖
め
つ
つ

和
や
か
な
懇
談
が
続
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
岩
手
県
漁
港
友

の
会
か
ら
は
祝
電
が
届
け
ら

れ
た
。

な
お
、
来
年
の
開
催
日
は

今
年
と
同
様
７
月
の
第
一
月

曜
日
（
７
月
６
日
）
を
予
定

し
て
い
る
が
、
場
所
に
つ
い

て
は
未
定
。

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

は
、
第
３０
回
通
常
総
会
を
６

月
３０
日
午
後
３
時
３０
分
か
ら

コ
ー
プ
ビ
ル
に
お
い
て
開
催

し
た
。

総
会
で
は
、
橋
本
牧
会
長

の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
宇
賀

神
義
宣
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
長
よ
り
来
賓
の
挨
拶
が

あ
り
、
日
立
造
船
�
の
松
下

泰
弘
氏
を
議
長
に
２５
年
度
決

算
等
の
審
議
が
な
さ
れ
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

続
い
て
午
後
４
時
よ
り
、

一
般
社
団
法
人
漁
港
漁
場
新

技
術
研
究
会
と
し
て
の
第
１

回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

橋
本
牧
代
表
理
事
の
開
会

挨
拶
に
引
き
続
き
、
中
泉
昌

光
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
長
及
び
、
影
山
智
将

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
理
事
長
よ
り
来
賓

挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
五
洋
建
設
�
の
竹

原
洋
一
郎
氏
を
議
長
に
議
案

を
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り

議
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
役

員
と
し
て
７
名
の
理
事
と
２

名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
、
併

せ
て
開
催
さ
れ
た
第
２
回
理

事
会
で
橋
本
牧
氏
が
会
長

に
、
高
木
伸
雄
氏
、
岡
部
憲

一
氏
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ

た
。新

し
く
会
長
に
就
任
し
た

橋
本
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
Ｓ
Ｆ

作
家
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
の

「
お
よ
そ
人
が
想
像
で
き
る

こ
と
は
、
誰
か
が
き
っ
と
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
言
葉
を
引
用
し
て
、
漁

村
の
人
た
ち
に
豊
か
な
未
来

の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
新
技
術
で
夢
を
実

現
す
る
手
伝
い
が
で
き
る
組

織
に
新
法
人
を
育
成
し
て
い

き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
５
時
半
か

ら
漁
村
水
環
境
研
究
会
と
の

共
催
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
漁
港
漁
場
関
係
団

体
、
報
道
関
係
者
等
か
ら
も

大
勢
の
参
加
が
あ
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
有
意

義
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

６
月
２
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
会
長
及
び

福
田
業
務
課
長
は
愛
知
県
へ
出
張

６
月
１７
日
（
火
）

高
知
県
漁

港
漁
場
協
会

事
務
局
長
山

本
貞
夫
氏

６
月
２６
日
（
木
）

岩
手
県
漁
港
漁
村
協
会
専
務
理
事
寺

島
久
明
氏
、
同
協
会
主
事
水
原
美
奈
子

氏
青
森
県
東
青
地
方
漁
港
漁
場
整
備
事

務
所
長
鹿
内
武
久
氏
、
三
八
地
方
漁
港

漁
場
整
備
事
務
所
長
高
屋
芳
明
氏
、
下

北
地
方
漁
港

漁
場
整
備
事

務
所
長
駒
井

裕
治
氏
、
西
北
地
方
漁
港
漁
場
整
備
事

務
所
長
山
本
鉄
幸
氏

青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
副
参
事
（
業

務
課
長
）
葛
西
幸
一
氏

漁
村
水
環
境
研
究
会
は
、

６
月
３０
日
午
後
３
時
よ
り
コ

ー
プ
ビ
ル
に
お
い
て
第
２４
期

総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
山
田
康
夫
会
長

の
「
当
研
究
会
は
、
漁
業
集

落
排
水
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
尽

力
し
て
お
り
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
の
開
会
挨
拶
に
引
き

続
き
、
宇
賀
神
義
宣
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
よ
り
来

賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
は
、
事
務
局
提
案
の

平
成
２５
年
度
決
算
及
び
平
成

２６
年
度
事
業
計
画
、予
算
案
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続

き
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所
と
連
携
し
漁
業

集
落
排
水
施
設
の
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
調

査
研
究
等
を
行
う
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

（
六
月
三
十
日
付
）

退
職
（
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
漁
場
環
境
情
報
分
析

官
）
間
辺
本
文

（
七
月
一
日
付
）

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

利
用
調
整
班
利
用
調
整
係
長

（
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研

究
所
業
務
推
進
部
業
務
管
理

課
管
理
係
長
）
佐
原
美
子

資
源
管
理
部
国
際
課
海
外

漁
業
協
力
第
２
班
管
理
係
長

（
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁

村
課
付
）
武
下
久
恵

��������	
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平
成
２６
年
度
の

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
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和やかに記念撮影をする漁港友の会の皆さん

（
一
財
）漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所

自
６
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
６
月
３０
日

第
４０
回
定
期
総
会
を
開
催

漁
港
友
の
会

漁 港 漁 場 月 報

第６７回通常総会を開催

漁村水環境研究会

第２４期総会

第
２８
回
定
時
総
会

和歌山漁港漁場協会

（
一
社
）水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

新
た
に

一
般
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

香川県漁港協会

第６６回通常総会を開催
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